
p5

家庭環境

保護者の様子

本人の様子

自宅周辺の環境(通学路含む)

リソース(自己・環境・他者)

関係機関・専門家と連携

支援計画

電話連絡電話連絡  

伝える

欠席理由の判断

情報共有(児童生徒理解)

市町教委連絡

p4p3

p5

p4

p3

学校での様子

本人の特性

保護者の様子(登校意識)

関係機関(専門家)

欠席状況(登校意識)

対応状況

家庭環境

家庭での様子

ケース会議等に向けて
情報を整理しておく

明日の予定(配付物、伝達事項)

各学校の報告系統に
応じて報告すること

家庭訪問家庭訪問

本人の体調

家庭での過ごし方

(病欠)医療機関の診察

聴く

見る

報告報告 チーム対応チーム対応

寄り添う声かけ

安心できる言葉

聴く

伝える
報告報告 チーム対応チーム対応

チーム対応チーム対応
必要に
応じて

報告報告

チーム対応チーム対応

電話連絡電話連絡  

断続断続欠席欠席

学校・関係組織

連続連続欠席欠席

22
日目日目

連続連続欠席欠席

33
日目日目

欠席欠席

11
日目日目

2～62～6
日目日目

断続断続欠席欠席

77
日目日目

※断続の目安：およそ1ケ月程度

児童生徒 担当教員

欠席に関係なく不登校等の予兆( p2 )がある場合、速やかに不登校部会等で指導方針を決定すること

・・心 をつなぐ 1  2  3 運動心 をつなぐ 1  2  3 運動

チーム対応チーム対応
対応チーム設置

情報整理情報整理

不登校等の予兆ありの場合

家庭訪問家庭訪問
必要に
応じて

情報整理情報整理

生活リズム

気になること

ねぎらいと感謝の言葉

本人を褒める言葉

可能であれば 本人 ・ 保護者 どちらとも話をすること

必要に
応じて

「複数人で対応すべきか」「誰（担任、学年主任、
教育相談等）が対応すべきか」決定する

まずは家庭との信頼をつくり、学校(学級)で

の受け入れ体制をつくること

信頼関係を深める声かけが大切！


